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環境評価とは

 環境影響評価は、事業活動が環境に及ぼす影響を物理的に評価す
ることを目的とする。

 しかし、２つの事業活動が環境に同一の影響をもたらす場合でも、そ
れらの経済的な影響が同一になるとは限らない。

 もし、事業活動が環境にどれ位の被害を及ぼすのか、環境保護の便
益はどれ位かを金銭評価することができれば、費用便益分析を利用
できる。

 環境の被害や環境保護の便益を評価する試みを環境評価とよぶ。

 環境評価は1970年以降精力的に研究が進められている分野である。

 環境評価について紹介をすることが、これから数回の講義の目的で
ある。
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何が問題か

 私達はビーチでのレクリエーション活動や山での
森林浴から便益を享受するが、そうした環境
サービスには値段がつけられていない。

 環境評価で問題になるのは、価格情報を利用で
きないことである。

 このため、環境評価を行うためには工夫が必要
になる。
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環境政策による効用変化

 環境政策が実施されることにより、人々がどれだ
けの便益を得るのだろうか。

 これを分析するためには、環境政策が人々の効
用水準をどの様に変化させるか、効用水準の変
化をどの様に評価することができるかを考えな
いといけない。

 具体的な環境評価手法を紹介するに先立ち、以
下では効用変化の評価方法について紹介をす
る。
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消費者余剰

Q（消費量）

P（価格）

消費財の
需要曲線

需要曲線の高さは、消費者が財をも
う一単位消費するために支払っても
良いと考える「支払い意思額」を示す
と習った。

P*

Q*1 2
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消費者余剰を用いた環境サービス
の便益評価

Q（サービス量）

P（価格）

環境サービス
の需要曲線

もし、環境サービスの需要曲線を推計するこ
とができるようなら、その便益評価に消費者
余剰を利用することができる。

例えば、Q＊単位の環境サービスが利用され

ているなら、環境サービスの便益は消費者余
剰を用いて図の三角形の面積で与えられる。

Q*
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消費者余剰を用いた環境サービス
の便益評価 価格変化

Q（サービス量）

P（価格）

環境サービス
の需要曲線

環境サービスの消費量が変化することによっ
て、便益がどの様に変化するかも消費者余
剰を用いて評価できる。

例えば、環境サービスの消費量がQ0からQ1
まで増加すれば、価格がP0からP1まで低下
したものとして評価できる。

P0

P1

Q0 Q1
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消費者余剰の限界

 消費者余剰は効用水準の変化を金銭評価する非常に
便利な指標である。

 しかし、消費者余剰を計算するためには、環境サービス
の需要曲線を推計する必要があり、環境サービスの価
格情報が必要になる。

 後に紹介するよう、環境サービスの需要曲線を推計す
るための様々な方法が提案されてきているが、それでも
需要曲線の推計ができない場合がある。

 また、効用変化の評価手法としても消費者余剰は問題
があることが知られている。

 この2つ目の点について、以下で整理をしよう。
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支払い意思額（WTP）とは

 ある人は、単価が P0円の環境サービスを x0単
位消費している。

 なお、この人の所得は y0円である。

 もし環境サービスを P1円で消費できるようにな
るなら、この人は最大限 WTP円 のお金を支
払っても良いと考えている。

 この様な最大限支払っても良いと考える金額を
支払い意思額（Willingness to Pay）とよぶ。
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受け入れ意思額（WTA）とは

 ある人は単価が P0円の環境サービスを x0単位
消費している。

 なお、この人の所得は y0円である。

 この人は WTA円 以上のお金を貰えるならば、
環境サービスの価格がP2円に上昇すること受け
入れても良いと考えている。

 この様に支払って貰いたいと考える最低限度の
金額を受け入れ意思額（Willingness to 
Accept）とよぶ。
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変分指標とは

 支払い意思額（WTP）や受け入れ意思額
（WTA）を推計するため、2種類の評価指標が提
案されている。

 一つは、価格変化後の効用水準を基準とした等
価変分（Equivalent Variation）である。

 もう一つは、価格変化前の効用水準を基準とし
た補償変分（Compensating Variation）である。

 それぞれ紹介しよう。
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問題のセットアップ

 今、ある消費者がX財を価格P0でX0単位消費している。

 X財の価格がP1でまで低下すると、この消費者はX財を
X１単位消費するようになる。

 補償変分で考える問題

 X財を安い価格P1で消費するため、消費者は最大限幾らのお
金を支払うだろうか？ （WTP 価格低下への支払い意思額）

 等価変分で考える問題

 X財を安い価格P1で消費するのをあきらめて貰うために、消費
者に最小限幾らのお金を支払う必要があるだろうか？ （WTA
価格上昇の受け入れ意思額）
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ニューメレール財

 消費者が、X財以外の財をまとめてパックで購入すると
仮定する。

 そうしてパックで購入する財を集合財とよび、図ではY財
として示す。

 分析ではX財とY財の相対価格のみを問題とするので、
Y財の価格を1に基準化する。

 価格が1に基準化された集合財をニュメレール財とよぶ。

 ニュメレール財の消費量は、X財以外の財への支出額
となる。
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補償変分

x

y0

U0
U1

A BC
y1

y

x0 x1

点A 点B 点C

価格 P0 P1 P1

効用 U0 U1 U0

所得 y0 y0 y1

P1でX財を消費するために、
CV ＝ y0 － y1 のお金を支
払う。

価格低下を得るために、
消費者は最大限幾ら金銭
を支払うだろうか。

効用水準がU0になるまで
金銭を支払い続ける。
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等価変分

x

y0

U0
U1

A B
D

y2

y

x0 x1

点A 点B 点D

価格 P0 P1 P0

効用 U0 U1 U1

所得 y0 y0 y2

P1への価格下落をあきらめ
て貰うため、EV ＝ y2 － y0
のお金を消費者に支払う。

消費者に価格低下をあき
らめてもらうには、最低限
幾らの金銭を提供する必
要があるだろうか。

価格低下後の効用水準U１

を消費者に与えればよい。
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余剰指標の変分指標の関係

 変分指標の理論的な整合性

 理論的には、等価変分（EV）や補償変分（CV）を利用すること
が適切であることが知られている。

 変分指標の実証面での制約

 しかし、等価変分（EV）や補償変分（CV）を利用するためには、

個々の消費者の支払い意志額や受け入れ意思額を調査をす
ることが必要になる。これは大変な作業である。

 消費者余剰の実証面での魅力

 一方、消費者余剰（CS）は、需要関数の形状が分かれば算出
できる。これは遥かに楽な作業である。
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X財の需要の変化

x

y0

U0
U1

A BC
y1

y

x0 x1

価格が下落するとX財の消費量は
X0からX1まで増加する。

需要関数を描く時には、このX0か
らX1までの動きを取り上げる。

一方、補償変分の評価では、効用
水準を一定に保った時、X財の消
費量がどう変化するかを調べた。

xJ

補償関数の分析では、このX0から
XJまでの動きが取り上げられる。
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価格低下によるX財の需要の変化

x

y0

U0
U1

A BC
y1

y

x0 x1xJ

点A 点B 点C

価格 P0 P1 P1

効用 U0 U1 U0

所得 y0 y0 y1

x財 x0 x1 xJ
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需要関数の種類

 マーシャルの需要関数 xM（P; y）
 所得水準（ｙ）を一定に保った時、財の価格（P）の変

化により、財の需要量（X）がどのように変化するかを
示したもの。（1年生の時に習う一般的な需要関数）

 ヒックスの需要関数 xH（P; U）

 効用水準（U）を一定に保った時、財の価格（P）の変
化により、財の需要量（X）がどのように変化するかを
示したもの。
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補償変分と消費者余剰の比較１

x

y0

U0
U1

A B

C

y1

y

x0 x1xJ xx0 xJ x1

P0

P1

A

BC
XM（P; Y0）

XH（P; U0）

消費者余剰の変化量

台形P0ABP1

補償変分の大きさ

台形P0ACP1
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補償変分と消費者余剰の比較２

x

P0

P1

A

B
C XM（P; Y0）

XH（P; U0）

XH（P; U１）

D

消費者余剰（ΔCS）＝台形P0ABP1

補償変分（CV）＝台形P0ACP1

＝WTP（価格低下への支払い意思額）

等価変分（EV）＝台形P0DBP1

＝WTA（価格上昇の受け入れ意思額）

従って、CV＜ΔCS＜EV となる。
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消費者余剰の測定誤差

 消費者余剰の変化量（ΔＣＳ）、等価変分（ＥＶ）、
補償変分（ＣＶ）の3つの指標から得られる評価
結果は一般的に異なる。

 本来は、等価変分（ＥＶ）か補償変分（ＣＶ）を用
いて便益評価を行うべきなので、消費者余剰の
変化量（ΔCS）を用いて支払い意思額や受け入
れ意思額を評価をすると誤差が生ずる。
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所得の弾力性と測定誤差

 Willig’s Thumb Rule
 Willig（1976）は、測定誤差の相対的な大きさ（⊿ABCの台形P0ABP1

に対する割合）を所得の弾力性（η）を用いて下の左式の様に近似でき
ることを示した。

 そして、所得の弾力性が小さければ、消費者余剰を利用したときの測
定誤差はそれ程大きくはならないと論じた。

 同様な議論は測定誤差⊿ABDの大きさについても言えるので（右式
参照）、所得の弾力性が小さければ、CVもCSもEVもだいたい同じ大
きさになる。

 この結果は、所得の弾力性が小さければ、支払い意思額（CV）と受け
入れ意思額（EV）の間に大きな差が見られないことを予想している。

m
CS

CS
CVCS

2




 

m
CS

CS
CSEV

2





 
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代替の弾力性と測定誤差

 環境サービスの便益評価を行うと、Willigの予想に反し、
所得の弾力性が小さいのにも係わらず、支払い意思額
（WTP）と受け入れ意思額（WTA）の間に大きな乖離が
しばしば見られる。

 どうしてだろうか？
 環境サービスの場合には、その価格変化に対するWTP

やWTAを求めるのではなく、環境サービスの消費量の
変化に対するWTPやWTAを求めようとすることが多い。

 Hanemann（1990）は消費量に関するWTPとWTAにつ
いては、その差は代替の弾力性にも依存すると論じた。

 この事は、WTPとWTAの差が、環境サービスがどれ位
お金と交換できるかに依存することを意味する。
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代替の弾力性と受け入れ意思額

x x

y

x0x1 x1 x0

y

U0

U０

環境サービスが
代替可能な場合
のWTA

環境サービスが
代替不可能な場
合のWTA

WTAは
無限大
になる！

A A
B

C

D

x2


